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というスポーツを「つくる／はぐくむ」という視
点」が加わった（スポーツ庁，2022）．同年 8 月に
は，障害者スポーツ振興方策に関する検討チーム報
告書（高橋プラン）が策定され，基本的な考え方・
方向性の中に，健常者と障害者のスポーツを可能な
限り一体のものとして捉え，「ユニバーサルスポー
ツ」の考え方を施策全般において推進することが盛
り込まれた．
　用具やルールを工夫して，障害の有無や年齢，性
別等に関係なくスポーツを楽しむことができる「ユニ
バーサルスポーツ」は，共生社会の実現への寄与が
期待されると考えられる．ユニバーサルスポーツの
例として，パラリンピックの正式競技である「ボッ
チャ」，全国障害者スポーツ大会のオープン競技で
ある「ふうせんバレーボール」などが挙げられる
が，普及に関する具体的な方策は示されていない．
　そこで，本研究では，2021 年度に名古屋市で行
われたイベント「スポーティブ・ライフ in 瑞穂」
で出展した「ユニバーサルスポーツ」を事例とし，

Ⅰ．はじめに
　近年，スポーツを通じた共生社会の実現について
は，多様な主体におけるスポーツ実施環境の整備等
に取り組んできた．障害者スポーツに関しては，第
2 期スポーツ基本計画（2017 年度から 5 年間）に
おいて週 1 回以上のスポーツ実施率を 40％とし，
障害のある人とない人が一緒に親しめるスポーツ・
レクリエーションの推進等，様々な障害者スポーツ
の振興を図ってきた．しかし，2021 年度に調査し
た 障 害 者 の ス ポ ー ツ 実 施 率 は， 週 １ 回 以 上 が
31.0％（前年度から 6.1 ポイント増）と増加傾向に
あるものの依然目標達成には至ってない（スポーツ
庁，2021）．また，女性については男性よりもス
ポーツ実施率が低い状況であるなど，引き続きス
ポーツ実施環境の整備等の取り組みが求められてい
る．
　このような中，国が 2022 年 3 月に策定した第 3

期スポーツ基本計画では，「社会の変化や状況に応
じて，既存の仕組みにとらわれずに柔軟に対応する
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わらず，市民の誰もが一緒に楽しく競い合える「ユ
ニバーサルスポーツ」を普及振興するとしている

（図 1）．
　しかし，30 代，40 代の主にビジネスパーソンを
中心とする年代及び障害者のスポーツ実施率が低く
なっている状況である（名古屋市，2021）．また，
新型コロナウイルスの影響により，多くの運動・ス
ポーツの機会が減少したことに伴い，運動不足によ
る健康二次被害のリスクにあたって，特に高齢者を
はじめとし，運動・スポーツの重要性について再認
識されているところである．
　そうした中，日本福祉大学は 2021 年度名古屋市
から委託を受け，「ユニバーサルスポーツ習慣化促
進事業」を実施することとなった．主な内容は，ユ
ニバーサルスポーツの事例検討，名古屋市主催のイ
ベント「スポーティブ・ライフ in 瑞穂」にユニ
バーサルスポーツのブースを出展し，参加者へのア
ンケートを実施することであった．

2）ユニバーサルスポーツの考案
　イベント出展に向け，スポーツ科学部 3 年生（兒
玉ゼミ）で新たなユニバーサルスポーツの事例検討
を行った . 考案時は，過去の経験や常識にとらわれ
ることなく，道具やルールを工夫し新たなスポーツ
をつくるよう心がけた（表 1）．
　学生らが考案したユニバーサルスポーツの例を表
2 に示す．

ユニバーサルスポーツの普及促進方策を検討するこ
とを目的とした．

Ⅱ．方法
　本研究では，前述の通り，2021 年 11 月 23 日に
名古屋市で行われたイベント「スポーティブ・ライ
フ in 瑞穂」で出展した「ユニバーサルスポーツ」
を対象とする．本研究の目的を達成するため，①名
古屋市のスポーツ振興に関する事前調査②ユニバー
サルスポーツの事例検討③現地会場でのユニバーサ
ルスポーツの実践及びアンケート調査を実施した．
　

Ⅲ．結果および考察
1）名古屋市のスポーツ振興の現状
　名古屋市では，2018 年 2 月に第 2 期スポーツ推
進計画を策定し，障害の有無や年齢，性別等に関わ
らず，誰もが安心・安全・快適にスポーツに親しむ
ことができるよう，運動・スポーツを「する」「み
る」「ささえる」ことで市民のスポーツ実施率向上
を目指したスポーツ振興を行ってきた．2020 年
度には，スポーツ行政が一元化された．さらに，
第 20 回 ア ジ ア 競 技 大 会・ ア ジ ア パ ラ 競 技 大 会

（2026 ／愛知・名古屋）の開催が予定されている．
名古屋市は，この大会を一過性のスポーツイベント
で終わらせるのではなく，スポーツの持つ幅広い価
値を，市を取り巻く課題の解決に活用する契機とす
るため，「名古屋市スポーツ戦略」（2021 年度から
10 年間）を掲げ，障害の有無や年代，性別等に関
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図 1 ユニバーサルスポーツの中⻑期的な展開イメージ（名古屋市） 
（名古屋市,2022 をもとに筆者作成） 

図 1　ユニバーサルスポーツの中長期的な展開イメージ（名古屋市）
（名古屋市，2022 より筆者作成）
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表 1　発想の転換のためのチェックリスト

表 2　学生が考案したユニバーサルスポーツ（例）

写真 1　なわとびゲッター（ひっかかればOK） 写真 2　スプーンリレー（落とさず運ぶ）
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者まで 395 名の参加があった．参加者の多くは子
ども（幼児から小学生）とその親であった．各自で
なわとびを投げる位置を決めたり，なわとびを自由
に結ぶなど，誰もが楽しめるよう工夫した．当日
は，フォトロゲイニングのポイントエリアであった
ことから，多くの参加があった．なわとびゲッター
とユニバーサルボッチャを比較すると，ユニバーサ
ルボッチャの方が，何度もチャレンジする人が多く
人気が高かった．

4）アンケート結果
　ユニバーサルスポーツを体験した方に対し，「ユ
ニバーサルスポーツ」の普及振興に関するアンケー
ト調査を実施した．アンケートは紙による無記名式
で行った．分析には , 統計パッケージ SPSS Ver.21

を用いた．なお，イベント参加者 395 名に対し，
回答者が 75 名の理由として，子ども（幼児～小学
校低学年）の参加が多く，回答者はその親であった
こと，フォトロゲイニングの参加者はタイムを競う
ため，アンケート回答の時間確保が難しい等の理由
があげられる．

3）スポーティブ・ライフ in 瑞穂「ユニバーサルス
ポーツ」ブース出展

　名古屋市では，スポーツの楽しさ・意義への気づ
きを促進し，スポーツに親しむきっかけをつくるた
め，10 月 11 月をスポーティブ・ライフ月間として
おり，月間中は，市内スポーツ施設をはじめとする
公共施設において各種スポーツイベントを開催して
いる．その企画の 1 つとして，2021 年 11 月 23 日，
パロマ瑞穂スタジアムにおいて，障害者のみならず
子どもから高齢者まで誰もが参加できるスポーツイ
ベント「スポーティブ・ライフ in 瑞穂」が開催さ
れた . 本学スポーツ科学部 3 年生（兒玉ゼミ）12

名が主体となり，ユニバーサルスポーツのブースを
出展した．テント 2 つ分のスペースを活用し，学
生らが考案した「なわとびゲッター」「ユニバーサ
ルボッチャ」を実施した．当日は，子どもから高齢

写真 3　イベントの様子

写真 4　なわとびゲッターとユニバーサルボッチャ

表 3　対象者

表 4　年代
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族（配偶者，子ども，孫など）」（23.8%），「友人・
知人やその家族と」（19.0%）であった．その他

（9.5%）については，「教室の仲間」「イベントに参
加した人と」であった（図 5）．

　ユニバーサルスポーツをしたことがあると答えた
方 21 名（図 3）に，あなたは，ユニバーサルス
ポーツをして，どのような印象をお持ちになりまし
たかと尋ねたところ，「ルールがわかりやすかった」

（61.9%）が最も多く，次いで「体力や体格に影響
されなかった」（42.9%），「場所を問わずできた」

「道具が用意しやすかった」（14.3%）であった（図
6）．このことから，ユニバーサルスポーツは，障

　ユニバーサルスポーツをしたことがあると答えた
方 21 名（図 3）に，あなたが行ったことがあるユ
ニバーサルスポーツは何ですかと尋ねたところ，

「ボッチャ」（90.5%）が最も多く，次いで「フライ
ングディスク」「風船バレー」「タグ・ラグビー」で
あった．その他については，「サッカー」であった

（図 4）．ボッチャは重度障害のある人が参加できる
スポーツであり，近年，小学校や総合型地域スポー
ツクラブ等で教室やイベントを行う機会が増えてき
ていることが要因としてあげられる．
　ユニバーサルスポーツをしたことがあると答えた
方 21 名（図 3）に，あなたは，ユニバーサルス
ポーツを誰と行いましたかと尋ねたところ，「学校
や職場の人と」（33.3%）が最も多く，次いで「家
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（n=21 複数回答） 

図 4 あなたが⾏ったことがあるユニバーサルスポーツは何ですか． 
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（n=21 複数回答） 

図 5 あなたは，ユニバーサルスポーツを誰と⾏いましたか 
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（n=21 複数回答） 

図 6 ユニバーサルスポーツをして，どの様な印象をお持ちになりましたか

図 2　あなたは、「ユニバーサルスポーツ」という
言葉を知っていますか

図 3　あなたはユニバーサルスポーツをしたことが
ありますか

図 4　あなたが行ったことがあるユニバーサル
スポーツは何ですか

図 5　あなたは，ユニバーサルスポーツを誰と行い
ましたか

図 6　ユニバーサルスポーツをして，どの様な印象
をお持ちになりましたか
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（n=75） 
 

 
 
 
 
 
図 2 あなたは、「ユニバーサルスポーツ」という⾔葉を知っていますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n＝ 75）

兒⽟友 藤⽥紀昭 ⾦⼭千広 

 
                                      （n=75） 

 
 

図 3 あなたはユニバーサルスポーツをしたことがありますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n＝ 75）
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からない」「老人センター」であった（図 9）．ユニ
バーサルスポーツを行う場所や施設で「学校の体育
館」と答えた方 29 名に，小学校・中学校・高校・
大学のどの場所か尋ねたところ，「小学校」（96.6%）
が 最 も 多 く， 次 い で「 中 学 校 」「 高 校 」「 大 学 」

（10.3％）であった．このことから， ユニバーサル
スポーツの普及促進を図るためには，小学校や区の
スポーツセンター等の身近な学校や施設で行う必要
がある．

　ユニバーサルスポーツを継続的に行うためには何
が必要かについて聞いたところ，「一緒にスポーツ
を行う仲間」（41.3％）が最も多く，次いで「体験
の機会」（34.7％），「集まるための情報」（33.3％）
であった．その他は，「費用」「知ってもらう」「分
からない」であった（図 10）．

　障害の有無や年齢にかかわらず実施できるユニ
バーサルスポーツという発想は， どのような効果が
あると思うかについて聞いたところ， 「親子や家族
の交流」（50.7％）が最も多く， 次いで「障害者の
スポーツの参加の拡大」（40.0％）， 「高齢者のいき

害の有無や年齢にかかわらず誰もが楽しめるスポー
ツであることが分かる．
　ユニバーサルスポーツをしたことがないと答えた
方 50 名（図 3）を対象に，あなたは今後，ユニ
バーサルスポーツをしたいと思いますかと尋ねたと
ころ，「思う」（64.0％）が最も多く，次いで「どち
らともいえない」（26.0％），無回答（10％），思わ
ない（0％）であった（図 7）．

　ユニバーサルスポーツをしたことがないと答えた
方 50 名（図 3）のうち，「どちらともいえない」

「思わない」と答えた方 13 名（図 7）を対象に，あ
なたがユニバーサルスポーツをしたいと思わない理
由は何ですかと尋ねたところ，「どんなスポーツか
わからない」（38.5%）が最も多く，次いで「やる
機会がない」，「情報がない」（30.8%）であった．

　ユニバーサルスポーツを行う場所や施設について
尋ねたところ，「地域のスポーツセンター」（58.7％）
が最も多く，次いで「学校の体育館」（38.7％），

「近所の公園」（25.3％）であった．その他は，「分

図 7　あなたは，今後、ユニバーサルスポーツをし
たいと思いますか
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図 7 あなたは、今後、ユニバーサルスポーツをしたいと思いますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（n＝ 50）

図 8　あなたがユニバーサルスポーツをしたいと
思わない理由は何ですかか
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（n=13 複数回答） 

図 8 あなたがユニバーサルスポーツをしたいと思わない理由は何ですか

図 9　ユニバーサルスポーツを行う場所や施設に
ついてあなたの考えを教えてください

兒⽟友 藤⽥紀昭 ⾦⼭千広

（n=75 複数回答） 

図 9 ユニバーサルスポーツを⾏う場所や施設についてあなたの考えを教えてください

図 10　ユニバーサルスポーツを継続的に行うため
には何が必要だと思いますか
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（n=75 複数回答） 

図 10 ユニバーサルスポーツを継続的に⾏うためには何が必要だと思いますか
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がいづくり」（32.0％）であった．

Ⅳ．まとめ
　本研究では，「スポーティブ・ライフ in 瑞穂」で
出展した「ユニバーサルスポーツ」を事例とし，ユ
ニバーサルスポーツの普及促進方策を検討すること
を目的とした．アンケートの結果から，ユニバーサ
ルスポーツは，ルールが分かりやすく，障害の有無
や年齢にかかわらず，幅広い世代で楽しめるスポー
ツであることが明らかになった．特に，ボッチャや
フライングディスクの実施率が高かった．藤田ら

（2022）は，ボッチャの認知度が 2014 年の調査で
は 1.9％だったものが 2020 年度調査では 29.9％ま
で上がっていたと報告している . 実施場所は，小学
校や区のスポーツセンターと答えた方が多く，身近
な場所で実施することが有効であると考えられる．
一方で，ユニバーサルスポーツの認知度は低く，実
施する機会や情報がないとの結果から，ユニバーサ
ルスポーツの認知度向上のための取り組み，情報発
信等を積極的に行っていく必要がある．ユニバーサ
ルスポーツを継続的に行うために必要なこととし
て，一緒にスポーツを行う仲間や体験の機会があげ
られたことから，身近な地域でスポーツ指導を行っ
ているスポーツ推進委員等に研修を行い，関係団体
等をつなぐコーディネーターとして，教室やイベン
ト等を展開していくことが求められる．
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図 11　障害の有無や年齢にかかわらず実施できる
			ユニバーサルスポーツという発想は，
	どのような効果があると思いますか
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（n=75 複数回答） 

図 11 障害の有無や年齢にかかわらず実施できるユニバーサルスポーツという発想は，どのよ
うな効果があると思いますか




